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去
る
11
月
11
日
・
12
日
・

13
日
の
３
日
間
、
と
ち
ぎ
秋

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
蔵
の

街
大
通
り
を
中
心
に
豪
華
絢

爛
な
人
形
山
車
が
巡
行
し
、

延
べ
23
万
人
の
市
民
や
観
光

客
で
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

今
年
の
秋
ま
つ
り
は
、
当

会
議
所
創
立
130
周
年
記
念
の

他
、
嘉
右
衛
門
町
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定

10
周
年
と
、
渡
良
瀬
遊
水
地

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

10
周
年
、
滝
川
市
友
好
親
善

都
市
盟
約
締
結
40
周
年
の
記

念
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ

た
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
平
成
30
年
以
来
、
４
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
る
今
回
の

秋
ま
つ
り
は
、
ウ
イ
ズ
・
コ

ロ
ナ
の
中
、
規
模
を
縮
小

し
、
掛
け
声
の
禁

止
や
食
事
場
所
の

制
限
等
を
行
い
実

施
し
た
。

11
日
は
、
子
ど

も
山
車
ま
つ
り
と

し
て
、
市
内
全
小

学
生
が
晴
天
の

中
、
山
車
を
威
勢

よ
く
引
く
姿
が
見

ら
れ
た
。

本
ま
つ
り
と
な

る
12
日
に
は
、
出

発
式
が
行
わ
れ
、

荒
金
会
頭
が
「
秋
ま
つ
り
を

通
じ
、
人
が
出
合
い
織
り
な

す
感
動
の
場
と
な
る
よ
う
、

最
後
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。」と
挨
拶
さ
れ
た
。

12
日
、
13
日
の
両
日
に
わ

た
り
、
山
車
の
勢
ぞ
ろ
い

や
、
複
数
の
山
車
の
お
囃
子

が
共
演
す
る
「
ぶ
っ
つ
け
」

が
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
栃
木
市
の
産
業
と
物
産

展
、
栃
っ
子
茶
屋
、
菊
花
展

等
が
同
時
開
催
さ
れ
、
ま
つ

り
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ

た
。

  

祝
！
祝
！  

栃
木
商
工
会
議
所
創
立

栃
木
商
工
会
議
所
創
立
130130
周
年
記
念

周
年
記
念  

令
和
４
年

令
和
４
年

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
を
開
催

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
を
開
催

今月のtopics
３
Ｐ　
　

第
34
期
荒
金
会
頭
記
念
講
演
会
開
催
の
ご
案
内

　
　
　
　

マ
ル
経
融
資
制
度
の
ご
案
内

　
　
　
　

源
泉
所
得
税
・
年
末
調
整
相
談
会
の
ご
案
内

　
　
　
　

会
費
納
入
の
お
願
い

４
Ｐ　
　

支
援
金
・
補
助
金
情
報

　
　
　
　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
活
用
の
ご
案
内

５
Ｐ　
　

小
規
模
企
業
共
済
の
ご
案
内

　
　
　
　

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
共
済
の
ご
案
内

まつり開催風景

出発式での荒金会頭挨拶
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令
和
４
年
度　
納
税
表
彰
式
を
挙
行

令
和
４
年
度　
納
税
表
彰
式
を
挙
行

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
公
使
と
の

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
公
使
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催

意
見
交
換
会
を
開
催

栃木市の産業と物産展開催風景

受講風景

栃
木
市
の
産
業
と
物
産
展
開
催

栃
木
市
の
産
業
と
物
産
展
開
催

第
43
回
栃
木
市
の
産
業
と

物
産
展
が
、
11
月
12
日
、
13

日
の
２
日
間
、
と
ち
ぎ
秋
ま

つ
り
に
併
せ
、
蔵
の
街
第
一

駐
車
場
に
特
設
テ
ン
ト
を
設

け
て
開
催
さ
れ
た
。

会
場
に
は
、
物
販
、
飲

食
、
展
示
等
の
ブ
ー
ス
に
加

え
、
栃
木
市
並
び
に
栃
木
市

の
友
好
親
善
都
市
で
あ
る
北

海
道
滝
川
市
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス

が
出
展
し
た
。

令
和
元
年
東
日
本
台
風
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
４
年
振
り

の
開
催
と
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
会
場
内
は
連
日
大
い
に

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

出
展
事
業
者
か
ら
は
、

「
４
年
振
り
の
開
催
と
な

り
、
反
響
が
と
て
も
大
き

か
っ
た
」
と
の
声
や
「
市
民

や
観
光
客
に
対
し
、
自
社
の

商
品
を
直
接
Ｐ
Ｒ
・
情
報
発

信
で
き
る
と
と
も
に
、
消
費

者
か
ら
生
の
声
を
聴
く
こ
と

が
で
き
る
絶
好
の
販
売
促
進

の
場
で
あ
る
」
等
の
意
見
が

聞
か
れ
た
。

ま
た
、
来
場
者
か
ら
は
、

「
栃
木
市
内
の
名
産
品
が
一

同
に
会
す
る
の
で
、
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
」、「
初
め

て
訪
れ
た
が
、
活
気
が
あ

り
、
栃
木
市
を
知
る
良
い
機

会
と
な
っ
た
」
と
の
感
想
も

寄
せ
ら
れ
た
。

今
回
の
開
催
に
際
し
、
ご

参
加
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
は
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
11
月
16
日
、
当
所

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
令
和
４

年
度
納
税
表
彰
式
が
、
多
数

の
来
賓
を
迎
え
挙
行
さ
れ
た
。

今
年
度
の
納
税
表
彰
式

は
、
令
和
元
年
台
風
19
号
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
3

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

第
一
部
で
は
、
国
税
申
告

と
納
税
に
関
し
て
功
績
顕
著

な
個
人
及
び
法
人
へ
の
表
彰

が
行
わ
れ
た
。

第
二
部
で
は
、
租
税
教
育

推
進
校
感
謝
状
贈
呈
、
中
学

生
・
高
校
生
に
よ
る
「
税
の

作
文
」
の
賞
状
伝
達
が
行
わ

れ
た
。

主
な
受
賞
は
次
の
と
お
り
。

	

（
敬
称
略
）

●
関
東
信
越
国
税
局
長
表
彰

	

小
倉　

久
緒

●
栃
木
税
務
署
長
表
彰

	

松
本　

忠
明　

他
３
名

●
栃
木
税
務
署
長
感
謝
状

	

栃
木
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

●	

栃
木
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
表
彰	

阿
部　

幸
央

●	

栃
木
税
務
署
管
内
青
色
申

告
会
連
合
会
長
表
彰

　

	
		

星
野　

解
子　

他
10
名

●
（公社）
栃
木
法
人
会
長
表
彰

	

大
澤　

光
司　

他
４
名

●	

栃
木
県
酒
造
組
合
栃
木
支

部
長
表
彰

	

柏
瀬　

福
一
郎

●	

栃
木
小
売
酒
販
組
合
理
事
長
表
彰

	

齋
藤　

英
治　

他
1
名

去
る
11
月
17
日
、
当
所
に

お
い
て
、
ス
マ
ホ
で
で
き
る

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
実
践
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ス
マ
ホ

を
使
用
し
、
動
画
を
作
成
す

る
コ
ツ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

へ
の
公
開
方
法
、
動
画
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
な
ど
を

習
得
し
、
売
上
増
加
に
つ
な

げ
る
た
め
開
催
し
た
。

講
師
に
は
、
㈱
エ
イ
チ
・

エ
ー
エ
ル
の
筑
間
彰
氏
（
中

小
企
業
診
断
士
）
を
迎
え
、

去
る
11
月
10
日
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
人
民
共
和
国
大
使

館
の
ア
リ
フ
ル	

ホ
ッ
ク
公

使
等
が
来
所
さ
れ
、
若
菜
副

会
頭
、
中
島
議
員
と
意
見
交

換
を
実
施
し
た
。

会
は
最
初
、
当
市
の
概
要

と
当
会
議
所
管
内
の
経
済
及

び
雇
用
状
況
に
つ
い
て
説

明
、
そ
の
後
、
同
国
へ
の
事

業
進
出
や
同
国
人
の
雇
い
入

れ
に
つ
い
て
情
報
交
換
が
さ

れ
た
。

今
後
、
同
国
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
海
外
展

開
や
外
国
人
雇
用
に
向
け
た

取
り
組
み
等
に
つ
い
て
相
互

協
力
の
確
認
を
し
た
。

去
る
11
月
16
日
、
会
員
旅

行
「
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」

を
開
催
、
51
名
が
参
加
し
た
。

ツ
ア
ー
は
ま
ず
、
紅
葉
が

残
る
「
日
光
東
照
宮
」
を
見

学
。
担
当
か
ら
説
明
を
受
け

な
が
ら
宮
内
を
見
学
し
、
徳

川
将
軍
着
座
の
間
で
ご
祈
祷

し
た
。
そ
の
後
、
中
禅
寺
湖

畔
の
「
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー

ル
ト
ン
日
光
」
に
移
動
し
、

若
菜
副
会
頭
の
主
催
者
挨
拶

の
後
、
彩
り
豊
か
な
食
事
を

と
り
、
寛
ぎ
の
時
間
を
過
ご

し
た
。
最
後
に
「
荒
牧
り
ん

ご
園
」
で
、
各
々
り
ん
ご
狩

り
を
楽
し
ん
だ
。

こ
の
日
は
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
改
め
て
栃
木
県
の
魅
力

を
知
る
大
変
有
意
義
な
一
日

と
な
っ
た
。

12
名
が
参
加
し
た
。

動
画
公
開
を
す
る
理
由
や

視
聴
者
数
を
増
加
さ
せ
る
コ

ツ
な
ど
を
学
ん
だ
の
ち
、
実

際
に
各
々
で
撮
影
、
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
へ
公
開
す
る
演
習

を
行
う
な
ど
、
今
後
の
実
務

に
取
り
入
れ
活
か
せ
る
セ
ミ

ナ
ー
で
あ
っ
た
。

ス
マ
ホ
で
で
き
る

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

実
践
セ
ミ
ナ
ー
開
催

創
立
創
立
130130
周
年
記
念
事
業

周
年
記
念
事
業

会
員
旅
行

会
員
旅
行

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
開
催

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
開
催

第43回
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●対　　象　小規模事業者であること。
　　　　　　	従前から商工会議所の経営改善普及

事業にもとづく経営指導を受けてい
る者であること（原則６か月以上）。

●融資限度額　2,000万円
●返済期間　運転資金　７年以内（据置１年以内）
　　　　　　設備資金　10年以内（据置２年以内）
●貸付利率　1.13％　（令和４年12月１日現在）
【問い合わせ先】中小企業相談所　℡23-3131

年末資金・設備導入等にご利用ください

マル経融資制度のご案内
無担保 無保証人 低金利

令
和
４
年
度 

会
費
納
入
の
お
願
い

　

当
所
の
会
費
の
納
入
が
お
済
み
で
な
い
事
業
所
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
再
度
、
納
付
書
を
ご
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
お
振
込
ま
た
は
窓
口
に
て
納
入
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
、
口
座
振
替
の
お
手
続
き
を
ご
希
望
の
方

は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

管
理
課
総
務
係	

℡	

23
‐
３
１
３
１

専
門
家
相
談
会

◆
金
融
相
談
会

　

日　

時　

１
月
12
日（
木
）　

10
時
～
12
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　

	

日
本
政
策
金
融
公
庫
佐
野
支
店
国
民
生
活
事
業

◆
知
的
財
産
権
相
談
会

　

日　

時　

１
月
13
日（
金
）　

13
時
～
16
時

　

場　

所　

302
会
議
室

　

相
談
員　

	（
公
財
）
栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

　

日　

時　

１
月
17
日（
火
）　

10
時
～
17
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　

	

栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

※
事
前
予
約
と
な
り
ま
す
。

経
営
指
導
員
相
談
会

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　

日　

時　

９
時
～
17
時

　

相
談
員　

経
営
指
導
員

※	

予
約
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
‐
３
１
３
１

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

　

当
所
で
は
、
源
泉
所
得
税
年
末
調
整
相
談
会
を
、
納
付

期
限
（
納
期
の
特
例
を
申
請
し
て
い
る
方
）
に
あ
わ
せ

て
、
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日　

時　
　

令
和
５
年
１
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
　

９
時
～
12
時　

13
時
～
16
時

会　

場　
　

当
所
会
議
室

費　

用　
　

無　

料

　

※	

納
付
税
額
が
な
い
場
合
で
も
、
所
定
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
‐
３
１
３
１

源
泉
所
得
税
・
年
末
調
整
相
談
会
の
ご
案
内

日
商
検
定
実
施
報
告

商工会議所検定試験

第162回簿記検定試験
 試験日　2022年11月20日㈰

　 受験者数 合格者数 合格率
１級 11 － －
２級 44 6 13.6%
３級 23 6 26.0%
合計 78 12 －
※１級は、中央審査後の発表となります。

第226回珠算検定試験
試験日　2022年10月23日㈰

受験者数 合格者数 合格率
１級 11 3 27.3%
２級 12 3 25.0%
３級 9 2 22.2%
４級 1 1 100.0%
５級 6 4 66.7%
合計 39 13 33.3%

　

当
所
で
は
、
第
34
期
に
荒
金
会
頭
が
再
任
さ
れ
、
２
期
目

を
迎
え
ま
し
た
。
複
合
的
要
因
に
よ
り
地
域
経
済
は
大
変
厳

し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
今
こ
そ
、
渋
沢
栄
一
翁
の
「
逆

境
の
時
こ
そ
、
力
を
尽
く
す
」
と
い
う
信
念
に
学
び
、
革
新

に
挑
戦
す
る
こ
と
の
理
解
を
深
め
、
難
局
を
乗
り
越
え
る
力

を
備
え
た
経
営
者
を
目
指
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

１
．
日　

時　

２
月
10
日
（
金
）　

15
時
30
分
～

２
．
場　

所　

サ
ン
プ
ラ
ザ

３
．
講　

師　

荒
金
憲
一	

会
頭

４
．
テ
ー
マ　

	『
原
点
回
帰
、
感
謝
、
飛
躍
』
～
歩
ん
で
来
た

道
を
見
直
し
、
今
に
感
謝
し
て
革
新
し
、
飛

躍
す
る
時
だ
！
「
革
新
な
く
し
て
未
来
は
な

い
、
激
変
の
時
代
を
生
き
残
る
た
め
に
」
～

５
．
対　

象　

会
員
・
創
業
（
予
定
）
者　

定
員　

70
名

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

管
理
課　

℡
23
‐
３
１
３
１

※
講
演
会
終
了
後
に
懇
親
会
を
予
定
し
ま
す
。

第第
3434
期
記
念
講
演
会
開
催
の
ご
案
内

期
記
念
講
演
会
開
催
の
ご
案
内

http://bit.ly/3gRXpGd
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１
．
概
要

　

原
材
料
等
の
価
格
高
騰
や

円
安
の
影
響
を
受
け
、
厳
し

い
状
況
に
あ
る
中
小
企
業
者

に
対
し
支
援
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

２
．
支
給
対
象

　

県
内
に
主
た
る
事
業
所
を

有
し
、
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
事
業
者

⑴	

対
象
月
の
原
材
料
価
格
、

仕
入
価
格
、
電
気
代
、
ガ

ソ
リ
ン
代
等
の
経
費
が
、

基
準
月
と
比
べ
て
10
％
以

上
増
加

⑵	

対
象
月
の
売
上
高
又
は
付

加
価
値
額
の
合
計
が
、
基

準
月
と
比
べ
て
30
％
以
上

減
少

※	

対
象
月
：
2022
年
４
～
12
月

の
う
ち
、
任
意
の
３
か
月

※	

基
準
月
：
2019
～
2021
年
の
い

ず
れ
か
の
年
の
対
象
月
と

同
じ
３
か
月

※	

付
加
価
値
額
：
営
業
利
益

＋
人
件
費
＋
減
価
償
却
費

３
．
支
給
限
度
額

　

中
小
法
人　
　

20
万
円

　

個
人
事
業
者　

10
万
円

　

※
１
事
業
者
１
回
限
り

４
．
支
給
額

　

基
準
月
の
売
上
高
の
合
計

額
か
ら
対
象
月
の
売
上
高
の

合
計
額
を
差
し
引
い
た
金
額

※	

前
項
⑵
で
付
加
価
値
額

を
用
い
た
場
合
は
売
上

高
に
代
え
て
付
加
価
値

額
を
使
用

５
．
申
請
期
間

　

11
月
18
日
～
２
月
17
日

６
．
申
請
方
法

　
郵
送
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

	

栃
木
県
中
小
企
業
者
物
価

高
騰
等
対
策
支
援
金
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

	

℡
028
‐
666
‐
７
７
５
３

１
．
概
要

　

栃
木
市
で
は
、
電
気
・
ガ

ス
の
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け

て
い
る
市
内
中
小
事
業
者
に
対

し
て
、
補
助
金
の
交
付
に
よ
る

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
．
給
付
要
件

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
す
事
業
者

⑴	

令
和
４
年
８
月
31
日
以
前

か
ら
市
内
に
事
業
所
を
有

す
る
中
小
事
業
者
（
個
人

事
業
主
を
含
む
）
ま
た
は

社
会
福
祉
法
人
で
、
か

つ
、
市
内
で
事
業
活
動
を

営
み
、
引
き
続
き
市
内
に

お
い
て
事
業
を
継
続
す
る

意
思
を
有
す
る
者

⑵	

令
和
４
年
５
月
分
か
ら

９
月
分
ま
で
の
事
業
用

の
電
気
料
、
ガ
ス
料
金

の
合
計
が
20
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と
。

⑶	

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
。

３
．
支
給
額

　

５
万
円

　
（
１
事
業
者
１
回
限
り
）

４
．
申
請
期
間

　

12
月
12
日
～
２
月
10
日

５
．
申
請
方
法

　

郵
送
ま
た
は
持
参

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

栃
木
市
産
業
振
興
部

　

商
工
振
興
課

	

℡
21
‐
２
７
５
９

支
援
金
・
補
助
金
情
報

支
援
金
・
補
助
金
情
報

〈
栃
木
県
〉

中
小
企
業

　
物
価
高
騰
等
対
策
支
援
金

〈
栃
木
市
〉

電
気
・
ガ
ス
価
格
高
騰
対
策

　
　
　
事
業
者
支
援
補
助
金

栃木商工会議所 ＷＥＢセミナーの ＷＥＢセミナーのご 案 内ご 案 内
　当所では、インターネットによるWEBセミナーを開設しています。
　当所ホームページからいつでも・どこでも・無料で利用できるサービスで、様々な映像コンテンツを取り
揃えております。社内研修カリキュラムのツールとしてご活用ください。操作方法は下記の通りです。

①�当所ホームページ下の「経営に役立つ無料のWEB
セミナー」をクリック

③「ログイン」をクリックし、ログイン画面より
　ID：k1085、Pass：3131を入力し、ログイン

④�視聴されたいコンテンツをクリックし、「このセ
ミナーの動画一括再生」又は「動画を再生」をク
リックしますと動画の視聴ができます。

　コンテンツは、「パソコン研修」「研修・人材育
成」「税務・財務・経理」「経営革新・事業承継」の
カテゴリーに分かれており、視聴者の目的に沿った
動画がご視聴いただけます。

【問い合わせ先】
　中小企業相談所　℡23‐3131

②「WEBセミナー視聴はこちらから」をクリック
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日
本
商
工
会
議
所
で
は
、

創
立
100
周
年
を
記
念
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
講
演
会
の
フ
ル
版

ア
ー
カ
イ
ブ
動
画
を
配
信
し

て
い
ま
す
。
動
画
は
、
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
配
信
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

　

配
信
さ
れ
て
い
る
動
画
は

次
の
通
り
。

○
中
小
企
業
こ
そ
世
界
で
稼
ぐ

　
㈱
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ

　

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

	

柳
井	

正
氏

○	

第
４
次
産
業
革
命
の
中
心

的
な
企
業
を
目
指
し
て

　

㈱
オ
プ
テ
ィ
ム

　

代
表
取
締
役
社
長

	

菅
谷	

俊
二
氏

○
変
化
へ
の
挑
戦

　

日
本
商
工
会
議
所

　

	

前
会
頭	

三
村	

明
夫
氏

※	

詳
細
は
、
日
本
商
工
会
議

所
「
創
立
100
周
年
記
念
特

設
サ
イ
ト
」
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

共済制度に関するお知らせ
会員増強・共済制度推進秋季キャンペーン御礼

　10月３日から11月30日まで実施いたしました「会員増強･共済制度推進秋季キャンペーン」にご協力い
ただきありがとうございました。引続き、栃木商工会議所・うずま共済をよろしくお願いいたします。

うずま共済は、栃木商工会議所が、アクサ生命保険株式会社と締結した定期保険（団体型）（入院給付金
付災害割増特約・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付）と当商工会議所独自の給付制度を会員の皆様にご利
用いただくものです。

令和３年度　「うずま共済」配当金のお振込みについて

■振込先　「うずま共済」掛金の振替口座　　■振込日　令和４年12月20日（火）
※配当金金額等の詳細については、後日郵送いたします「生命共済配当金支払明細」をご確認ください。

【問い合わせ先】管理課業務係　℡23‐3131

　
小
規
模
企
業
共
済
は
、
個
人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
を
含

む
）
や
、
会
社
等
の
役
員
の
方
が
事
業
を
や
め
た
り
退
職
さ
れ

た
後
の
生
活
の
備
え
と
す
る
経
営
者
の
退
職
金
制
度
で
す
。

特
　
色

　

○
安
心
・
確
実
な
国
の
制
度

　

○
掛
金
は
全
額
所
得
控
除

　

○
共
済
金
受
取
方
法
が
選
べ
る

　

○
貸
付
制
度
も
充
実

毎
月
の
掛
金

　

○
千
円
～
７
万
円
の
範
囲
（
500
円
単
位
）
で
自
由
に
選
べ
ま
す
。

　

○
加
入
後
も
掛
金
月
額
は
増
額
・
減
額
で
き
ま
す
。

　
　
（
減
額
の
場
合
は
一
定
の
要
件
が
必
要
で
す
）

問
い
合
わ
せ
先

　

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
‐
３
１
３
１

小小  

規規  

模模  

企企  

業業  

共共  

済済

　
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
共
済
は
、
万
一
、
取
引
先
企
業
が
倒
産

し
、
売
掛
金
や
受
取
手
形
等
が
回
収
困
難
に
な
っ
た
時
、
連
鎖

倒
産
を
防
ぐ
た
め
に
加
入
者
に
対
し
、
共
済
金
の
貸
付
を
す
る

制
度
で
す
。

特
　
色

　

○
共
済
金
の
貸
付
額
は
最
高
８
千
万
円

　

○
無
担
保
・
無
保
証
人

　

○
掛
金
は
税
法
上
損
金
又
は
必
要
経
費
に
算
入

　

○
掛
け
捨
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

○
一
時
貸
付
金
制
度

毎
月
の
掛
金

　

○	

５
千
円
～
20
万
円
ま
で
の
範
囲
（
５
千
円
単
位
）
で
自
由

に
選
べ
ま
す
。

　

○
加
入
後
も
月
額
掛
金
は
増
額
・
減
額
で
き
ま
す
。

　
　
（
減
額
の
場
合
は
一
定
の
要
件
が
必
要
で
す
）

　

○	

掛
金
は
総
額
が
800
万
円
に
な
る
ま
で
積
み
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

○	

掛
金
総
額
が
掛
金
月
額
の
40
倍
以
上
に
達
し
て
い
る
場

合
、
掛
金
の
払
込
み
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
‐
３
１
３
１

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
共
済

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
共
済

日
本
商
工
会
議
所

創
立
100
周
年
記
念
事
業

オ
ン
ラ
イ
ン
記
念
講
演
会

�
動
画
配
信
の
ご
案
内

● 企業間での従業員の出向。

● 企業の統廃合等による人員削減時の再就職支援。

公益財団法人 産業雇用安定センター栃木事務所

https://www.sangyokoyo.or.jp

連絡先 ＴＥＬ：０２８－６２３－６１８１ ＦＡＸ：０２８－６５０－４１４３

人材を求めている企業へ無料 。

〒320-0811 宇都宮市大通り１－４－２４ MSCビル6階

で人材紹介を全国ネットで行っている公益財団法人です
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青年経営者会NEWS
る・じょーむ

● NO.370  令和４年12月10日発行   ● 編集／青年経営者会

栃木県内商工会議所女性会等 広域事業講演会に参加 とちぎ秋まつり おもてなし活動を実施

女性経営者会NEWS女性経営者会NEWS

去る11月９日、大田原市内において、「栃木県内商工会議
所女性会等広域事業講演会」が開催された。栃木県内の女
性会等から約80名、当会から８名が参加した。
まず、大田原市出身で日本とミャンマーで活躍するシン
ガーソングライターすわじゅんこ氏によるミニコンサート
が開催され、その後の講演では、同じく大田原市出身のお
笑い芸人	大島美幸氏を
お招きし、「ありがとう	
栃木」と題したご講演を
いただいた。自らの経験
を交えた講話は、参加者
に栃木県の魅力を再確認
させる有意義な講演会と
なった。

去る11月12日、13日の２日間にわたり開
催された「令和４年とちぎ秋まつり」にお
いて、おもてなし活動を実施した。
当所会所への来訪者や秋まつり来場者へ
秋まつりの見どころ、魅力を伝えた他、パ
ンフレットや当所オリジナルのティッシュ
等の配布も行い、栃木市の観光や街なか等
の魅力アップに活躍した。

去る11月11・12日、大分県大分市内において、日本商工会議所青年部（以下、日本YEG）第40回	全国会
長研修会	笑売繁盛	喜多大阪会議が開催され、会員総会並びに研修会に当会より３名が参加した。
会員総会では、日本YEG西村昭宏会長より、「コロナ
禍で苦しんでいる今だからこそ、日本YEGはコロナ禍で
の新たな活動の在り方を模索し、そして指針を示しなが
ら、全国の単会活動の支えとなり後押しとなるよう、仲
間に寄り添い、地域に寄り添い共に歩んでいこう」旨の
挨拶がされた。
各YEGの会長や次年度会長予定者に分かれて行われた
研修会では、地域経済を担うリーダーとしての資質の向
上と意識の高揚を図るリーダー研修と、青年部に立ちは
だかる当面の課題等について意見交換が行われ、青年部
組織の活性化を図るために参考となる内容であった。
	 会長　松本　篤哉

去る11月11日・12日・13日（11日はこども山車まつり）、
市内において、とちぎ秋まつりが開催（※１ページに掲載）
され、栃木商工会議所の会所の開設に協力した。
参加したメンバーは、パンフレットなどを配付するとと

もに栃木市のPRを行ったほか、山車の巡行や栃木市の産業
と物産展など同時開催行事の案内を行うなど、まつり来場
者をもてなした。
当会は今後も、地域の経済的発展の支えとなり、住み

よい郷土づくりに貢献する活動をしてまいりますので、ご
支援、ご協力をお願いいたします。
	 運営専務　堀江　貴浩

日本商工会議所青年部 「第40回 全国会長研修会」に参加日本商工会議所青年部 「第40回 全国会長研修会」に参加

創立130周年記念「とちぎ秋まつり」会所開設に協力創立130周年記念「とちぎ秋まつり」会所開設に協力

＜会員総会開催風景＞

＜会所風景＞


